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研究成果の概要（和文）：本研究では、多文化化する日本の介護施設におけるブラジル人との接触に際し、日本
人介護スタッフはいかなる知識や能力が必要かを探った。そして、ブラジルと日本の介護文化に大きな違いが存
在するため、日頃の何気ない介護利用者との会話や観察を通して介護利用者一人一人のニーズがどのようなもの
かを把握しておくことが何よりも重要となってくるということが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to search for knowledge and ability required
 for Japanese nursing care staff, when contacting with Brazilian people in multicultural Japanese 
nursing home. And since there are big differences between Brazilian and Japanese nursing care 
culture, it became evident that grasping needs of each nursing care user through daily conversation 
and observation of nursing care users is very important.

研究分野：ポルトガル語教育、多文化共生
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1) 介護現場のブラジル人に関する研究 

1990 年の入管法改正の際に来日したブラ
ジル人が高齢化を迎えようとしている。そん
な中、外国人の高齢化をテーマに扱った研究
は、2016年末現在（総務省入国管理局統計）、
65歳以上の人口が国内におよそ 12万人であ
り、日本人と同様、超高齢化が問題視されて
いる在日コリアンを対象としたものが数多
く存在するものの(趙 2009 など)、65 歳以上
の人口がおよそ 6,500人と、依然、高齢者の
数がそれほど多いとはいえない状況にある
ブラジル人を対象としたものは管見の限り
存在しない。また、日本社会における異文化
間介護について考えるとき、外国人が日本人
に介護されるという場面だけでなく、外国人
が日本人を介護する、あるいは、外国人が同
国人やほかの外国人を介護するという、介護
の担い手としての側面もあるが、EPA（経済
連携協定）で来日するインドネシアやフィリ
ピンからの外国人介護福祉士候補生に関す
る研究は数多く存在するものの（松本ほか
2011など）、日本に定住するブラジル人が介
護の担い手として、介護現場で働くことに関
する論文も管見の限り存在しない。 
 
(2) ポルトガル語教育に関する研究 
日本社会において、依然、「外国語」＝「英
語」という図式がみられ、英語以外の外国語
の地位がそれほど高いとはいえない中で、中
国語教育や朝鮮・韓国語教育とその研究が非
常に盛んに行われている。財団法人国際文化
フォーラムは、1994 年から 3 回にわたり高
等学校における中国語教育の実態を調査し、
課題解決を図ってきた。また、1997 年から
は高等学校、ならびに、大学における朝鮮・
韓国語教育についても調査が行われ、中国語
教育との比較の中で教育環境の整備に努め
てきた。教育については、文部科学省が実施
した「平成 25 年度高等学校等における国際
交流等の状況について」によれば、2014年 5
月現在、日本の高等学校において、英語以外
の外国語として「中国語」を開設している学
校は 517校、履修者数は 19,106人と、最も
高い割合を占め、次に、開設学校数 333 校、
履修者数 11,210 人の「朝鮮・韓国語」が続
く。2014年 5月に文部科学省が実施した「学
校基本調査」によると、日本における高等学
校は4,963校であり、高校生の数が3,334,019
人であることを考えると、英語以外の外国語
の開設学校数は依然として限られてはいる。
しかしながら、およそ 10 年前の 2003 年 5
月現在の統計では、第 1位の「中国語」の開
設学校数は 475校、履修者数は 19,045 人、
第 3位である「朝鮮・韓国語」の開設学校数
は 219校、履修者数は 6,476人であり、この
結果と比較すると、昨今、大きく増加してい
る。また、大学における外国語教育をみてみ
ると、「平成 25年度の大学における教育内容
等の改革状況について」によれば、英語以外

の外国語開設学校数について、「中国語」は
633 大学、「韓国・朝鮮語」は 474 大学であ
り、「中国語」636大学、「韓国・朝鮮語」346
大学という 2003 年に実施された調査結果と
比較すると、朝鮮・韓国語教育の発展が著し
い。 
一方、外国語としてのポルトガル語教育に
ついて、2014 年 5 月現在の高等学校におけ
る開設学校数は 12校、履修者数は 141人で
あり、全体の第 8 位であった。およそ 10 年
前の 2003年 5月現在の統計では、開設学校
数 9校、履修者数 102人の第 8位に位置して
いたことを考慮すると、増加の傾向がみられ
る。また、上記の調査によると、大学におけ
るポルトガル語の開設学校数は 64 大学であ
り、2003年の調査結果では、「ポルトガル語」
が他の外国語とひとくくりになり「その他」
の中に含まれるほど開設学校数が少なかっ
たことを鑑みれば、わずかながらポルトガル
語教育の発展の跡がみえる。しかしながら、
「ポルトガル語」も「中国語」や「朝鮮・韓
国語」と同様、地域の外国人住民の母語であ
る「コミュニティ言語」であり、また、日本
に暮らしているブラジル人の数がおよそ 18
万人であることからすれば、ポルトガル語の
教育環境の整備が必要である。研究の側面に
ついては、ポルトガル語教育に関しては筆者
が実施してきた研究の積み上げ以外に存在
しない。研究の蓄積が少ないゆえ、ポルトガ
ル語教育において、教授法、教員養成、教材、
到達目標、教員間ネットワーク等に関し、課
題が山積しているのが現状である。 
 
２． 研究の目的 

1990年の「出入国管理および難民認定法」
改正以降、増加したブラジル人の滞在形態に
永住化の傾向がみられ、日本で暮らすブラジ
ル人にも高齢化の波が押し寄せようとして
いる。こうした状況下、卒業後に「介護する
側」、あるいは、「介護される側」として存在
するブラジル人とともに介護現場で働くこ
とを想定し、ブラジルと日本の介護文化にお
いていかなる違いが存在するか、ブラジル人
との接触場面においていかなる知識や能力
が必要とされるかを探り、高等学校、大学と
いった教育現場で還元することで、即戦力と
して活躍できる人材を育成することを目的
とする。 
 
３． 研究の方法 
研究当初は、日本にある高齢者介護施設に
おいて、ブラジル人介護スタッフ、ならびに、
ブラジル人介護利用者と共生する日本人ス
タッフを対象にインタビュー調査、参与観察
を実施し、二国間の介護文化の違いや異なる
文化背景を持つ者どうしが介護現場で共生
する際に求められる知識や能力について明
らかにすることを想定していたが、施設を特
定することが困難であった。そのため、ブラ
ジルにある高齢者介護施設を訪問し、当初よ



り予定していたブラジルの介護事情につい
て調査を行うことに加え、ブラジル人介護ス
タッフとともにブラジル人の介護に現在携
わっている日本人介護スタッフを対象にイ
ンタビュー調査と参与観察を行うことで、本
研究目的を明らかにした。 
 
４． 研究成果 
(1)研究の主な成果 
① 二国間における介護文化の違い 
湯船の有無だけでなく、ブラジル人は 1日
に何度もシャワーを浴びる習慣があるが、日
本の介護施設では入浴は週に数回というの
が一般的である。介護を行う上で、こうした
入浴方法に代表されるような二国間の文化
や習慣の違いを知っておく必要がある。 
また、「介護」の概念は日本独特のもので
ある。介護利用者のすべてのニーズに介護ス
タッフが対応するというのが基本的な立場
である。介護利用者は介護スタッフに何でも
してもらう、また、介護スタッフは介護利用
者に何でもしてあげるという具合である。必
ずしもブラジル人利用者に限ったことでは
ないが、ブラジル人利用者の中には、できる
だけ自分のことは自分で行い、助けが必要な
時にだけ介護スタッフに補助して欲しいと
いう人も多く存在する。そのため、何でもし
てもらう、何でもしてあげる、という概念が、
実は日本の介護独特のものであり、特に、異
なる文化的背景を有する介護利用者をケア
する場面にこの概念をあてはめた場合、うま
く機能しない可能性があるということを介
護スタッフ自らが理解しておくべきである。
従って、日本社会の多文化化に伴い、高齢者
施設に入居する介護利用者も多様化する中
で、日頃の何気ない介護利用者との会話や観
察を通して介護利用者一人一人のニーズが
いったいどのようなものかを把握しておく
ことが何よりも重要となってくるというこ
とがこのたびの調査より明らかになった。 
 
② 介護士が最低限必要なポルトガル語 
同国人のコミュニティの中で多くの生活
時間を過ごした者の場合、日本での滞在がた
とえ長期化していたとしても、日本語の運用
に問題を抱えているケースが往々にして存
在する。また、認知症を患うと、コミュニケ
ーションのパターンが変化し、日本での生活
が長期化し、健康なときには日本語でコミュ
ニケーションに不自由がみられなかった者
であっても、日本語が失われ、母語による会
話に戻るという状況がある。こうした際に備
え、介護士は介護の専門家であり、言葉の専
門家ではないため、通訳レベルの語学力は必
要ではないが、ブラジル人を介護する場合、
最低限のポルトガル語の単語や表現を身に
着けておく必要があろう。そこで、毎日欠か
さず行われる介護現場のルーティーンワー
クから、すべての介護士が必ず行う作業や介
護利用者への声かけをピックアップし、そこ

で必要なポルトガル語リストを作成した。 
 
③ 施設に高齢者を入れることへの意識 
ブラジルにおいて、家族を高齢者介護施設
に預けることに対する意識は人によって大
きな違いがみられた。しかしながら、親の介
護は家族で行うものという考え方が根強く
みられ、自分を育ててくれた親を施設に預け
ることへのためらいや罪悪感を持つ者が多
い。また、年老いた親を高齢者介護施設に預
けることは、周囲からも冷ややかな視線を浴
びることになる。こうした周囲の視線は、何
も家族で介護を行うという考え方がブラジ
ルに浸透しているからという理由だけでな
い。ブラジルの介護施設の中には高齢者にひ
どい扱いをするところもあり、「介護施設＝
高齢者虐待」という悪いイメージを持つブラ
ジル人も少なくない。そのため、介護施設に
親を預ける子どもは親不幸という印象を周
囲に与えかねないのである。 
 
(2)得られた成果の国内外における位置づけ
とインパクト 
① 介護通訳人材の養成 
日本に暮らす外国人が直面する言葉の問
題を解決する手段の一つとして「コミュニテ
ィ通訳」の存在がある。「コミュニティ通訳」
には、学校通訳、医療通訳、司法通訳、行政
通訳があるが、外国人の高齢化が叫ばれる中、
中国語における介護通訳人材の育成事業が
2016 年、在日中国人を支援する団体である
ＮＰＯ法人東海外国人生活サポートセンタ
ーにより始まった。ポルトガル語においては、
今のところ、日本に暮らすブラジル人向けの
ホームヘルパー等、介護人材養成講座が行わ
れているのみで、ポルトガル語における介護
通訳養成事業は行われていないが、本調査結
果をはじめとする基礎研究の積み上げがポ
ルトガル語における介護通訳養成の一歩に
つながるのではないだろうか。 

 
② 多文化共生介護施設の開設 
神戸市では、在日コリアンらが高齢を迎え
た時、同じ文化的背景を持つ人々が集える居
場所がなかったため、「ハナの会」が発足し
た。その後、「ハナ介護サービス」や「グル
ープホームハナ」が始まり、マイノリティ高
齢者の介護ニーズに応えながら広がりをみ
せている。こうした「ハナ」に代表されるよ
うな、日本人も外国人も共に安心して暮らせ
るような環境がブラジル人高齢者にもあっ
てよいだろう。本研究による知見は、現時点
ではいまだ存在しないブラジル人高齢者を
中心とする介護施設を開設する際、つまり、
ポルトガル語やブラジルの介護文化に精通
しているスタッフが常駐する介護施設を開
設する際にも役立つものとなろう。 

 
(3)今後の展開 
① 愛知県多文化共生推進室では、2016 年



に外国人県民の生活実態や課題等を把握す
る目的で外国人県民を対象にアンケート調
査を実施している。ここでの質問項目は、「回
答者の属性」のほか、「子どもについて」、「日
本語能力について」、「住居について」、「仕事
について」、「地震などの災害について」、「地
域や日本人との関わりについて」、「車につい
て」、「行政サービスについて」の 9項目に関
するものであった。その結果、高齢化に伴う
課題として、保険の加入率は 80.9%であった
ものの、年金の加入率が 48.1%と著しく低い
ことが明らかになった。その理由として最も
大きな割合を占めるのが「金額的な負担」で
あったが、「制度を知らない」、あるいは、「制
度は知っているが内容がわからない」と回答
している者をあわせると 32.8%を占めている
ことがわかった。また、年齢別で見たとき、
60歳以上で、職場の厚生年金加入者は 35.9%、
国民年金加入者は 34.1%であり、3 割は年金
に加入していない。また、行政への要望とし
て、「高齢者や障害者に対する福祉に関して、
外国人への対応を充実させる」と回答する 60
歳以上の割合が 65.0%と高いことも明らかに
なった。しかしながら、このアンケート調査
は、ブラジル人のみを対象としたものでもな
く、また、高齢者のみを対象としたものでも
ない上、選択肢が事前に準備されている形式
であったため、日本に暮らすブラジル人「高
齢者」が直面している問題の全貌を明らかに
するにはさらなる調査が必要である。そこで、
日本に暮らすブラジル人高齢者に対象を特
化し、インタビュー調査を行い、現在抱えて
いる生活不安について探る。また、彼（女）
らの介護に対する意識と高齢者介護施設や
デイサービス等、介護サービスの利用状況、
または、利用希望状況についても明らかにす
ることで、地域に暮らすブラジル人の高齢化
と異文化間介護をとりまく課題の把握に努
める。 
 
② 非日系ブラジル人向けの施設訪問 
このたびの調査では、ブラジルにある介護
施設を訪問したが、日系ブラジル人向けに建
てられた一ヶ所の施設を訪れたにすぎない。
そのため、このたびの調査から得られた結果
や考察は一般化できるものではない。このた
び訪問した介護施設の施設長も言及してい
たが、ブラジルには様々な介護施設があり、
同じ日系ブラジル人向けの高齢者施設であ
ってもそこには大きな違いや特徴があると
いう。そこで、今回訪れることができなかっ
た日系ブラジル人向けの介護施設の介護状
況や、また、非日系ブラジル人向けの高齢者
施設の介護状況についても調査を進める必
要がある。 
 
(4)研究成果の発信について 
専門家に向けた学会誌に投稿すべく本テ
ーマで論文を現在執筆中であるが、現時点に
おいて、本報告書に記載する発表論文、なら

びに、学会での口頭発表がない。しかしなが
ら、本研究成果を最も必要としているのは、
非専門家であり、卒業後、多文化共生空間で
働く可能性のある学生たちであるため、学会
や研究会への参加や様々な調査から獲得し
た知見を研究成果としてこれまで自身が担
当する学部、大学院の授業を通じ還元してき
た。その結果、外国人と介護に関する研究の
最新の動向を知ることで、本テーマに関心を
寄せ、外国人と介護を卒業論文のテーマに扱
う学生の姿も徐々にみられるようになって
きた。外国人と介護、特に、日本に定住する
外国人が介護する側、される側に立った研究
の積み上げが依然として少ないため、こうし
た学生たちの研究への姿勢は社会に与える
大きなインパクトであり、本研究の何よりの
成果と捉えることができる。 
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